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指定年月日 平成13年11月1日
所在地長浜町大字豊茂

所有者友岡神社

(代表者 ・政所友邦)

急、な岩山の下に石積みされた友岡神社の御室 の上側に、たこ足のように岩を抱え込んで自

生するこのイスノキは、みごとな根張りが20m以上もあり、巨木の威容と神域を醸し出して

います。幹は根回り 4.3mで、高さ 1mのあたりから二股に分かれていて、 一 方の幹回りが

2.6m、他方が1.9m、上方に伸びるにつれてまばらに分岐し、樹高は23mにも達しています。

イスノキはマンサク科の木で、社寺等 の境内で見られ中高木でよく茂っていますが、この

木は高木で樹冠がまばらなため、普通のものとは違った様子をしています。春に花を付け種

子がなりますが、小さく葉に隠れてほとんど見られません。光沢のある葉 には、種子 を思わ
ちゅう

せる褐色の大きな虫えいがたくさんできます。 これを子どもが笛として吹きその音色からヒヨ

ンノキとも言 われ、また、櫛の材料にもなるのでクシノキとも言 われています。 このような

巨木は全国的にも珍しいものです。



もノ時評

幼児期は、『生活習慣を身につける時期』、『こころが成長
する時期Jです。
下の表を参考に、この時期の子どもたちの特徴と、まわり
にいる者のかかわり方のポイントについて考えてみましょう。

〈子どもの成長のめやす〉

排 j世

1才

仁コ 葉
子どもの表現したい気持ち
を受け止めて、丁寧に答えて
あげてくださいね。

1才半 おしっこを予告 |意味のある
~ ~~一一
おしつこの間隔を ( 1 才半~2才) Iことばをいくつか話す

知り、便器またはお
まるに座5せてあげ
て下さい/1

失敗したらやさしく

2才

後始末。うまくいったらほ
めるよう心がけ、子どもの
自信につなげましょう。

3才半!おしつこ うんちを
自分でする

トイレの後の
手洗いの習慣づけ
を忘れずに/1

(3才半~4才)

4才|自分で排加の始末を
する

(4才~5才)

5才

例)IママJIブーブ-J
絵本を見て、イヌや

ネゴなどを指差しする
/何でも自分でやりたがり

」とばで要求する) jます。自我が芽ぱえてきて
例)Iしたい」 くと/ いる証拠です。気持ちをく
二語文がでてくる、 ¥み取ってあげて下さい。

例)I} '()て、力イシャ」
質問がふえる

例)Iなあに?J 
「これ芯あに?J 
(2才~3才)

質問がふえる

例)Iなぜ?J 
「どうしてつ」

発音が八ッキリする

昨日経験したことを

話すことができる

お話のあうすじが

理解できる

ひらがなへの関心が

出てくる

伺にでも興味がわきま
す。面倒が5すに答えて
あげると、子どもの知識
や想像力を広げることに
つながります。

子どもは、ある時期がきたら突然、トイレが自立し始めたり、箸が持てるようになるわけで
はありません。最初は、お母さんをはじめ、周りの者が手助けをし、少しずつ自立していける

ようにかかわりましょう。 無理強いは子どもにとってストレスと諒ります。ゆったりとした
気持ちですすめましょう。

圏つごとやむ配ごとは、長浜田保健センターへいつでもご相談ください。

瞳直轄璽髄麟離種欝鱒輯
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あなたが病院v薬局でもらう薬は、あなたの病気やけがを治すためにあふものですが、誤っ
た薬の飲みノゴや使い方によ η ては、あなたの身体に吉を及ぼすよニどがあります U

意時{ご;欠

1薬も毒
病気が治らないからといってあっちこっちの病院にか

カ々、もらった薬をすべて飲むことほ、主の重一回(適用

量を越える)による被害が心配で、す

また、病気によっては飲んではいけない宅(禁恩来)

があろので、現有:飲んでいる薬をかかりつけのお|実者さ P 

んに見せて飲むようにしましょう。

しまょう。

Z 薬をか?てにやめまし
お医者さんに診てもんい事をもらったが、症状が消えだからといって自分勝手な判断で薬

をやめてしまうと、益々病状を}~~くする恐れがあり危険です。必 9 お医者さんの診察をそけ
-cナ旨訂くを，，jとるようにしましょう。

3飲まなし薬はもらおおい
薬をもらっても、飲まずに抗ててしまうことは医療費の無駄づかい仁なります。あなたが

病 l完にかかった医昨費辻、町民のみんながお金を出 L合って支弘~)ています。薬は必ずお医

者さんに相談し、飲む必要がなくなればもらわないようにしましょう

4薬を与えない、もらわない
体調が悪し寸、らといって気軒に人に薬を与えたり、/¥.iJ、ら薬をもらうことはやめましょう。

事はその人の病状や体格にあった適量を処方しであり、誰もがその去さを飲めるようにはして

ありません 体調がおかしいなと思ったら、必ずお医者さんに診てもらい、あなたに台う宅

を処方してもらいましょう

5薬の鵬F害時にはコヴヴ1杯の水またはお湯で欽みましょう

※自分のf建醸管理は、薬や病院だけに頼らず阜分で賓をつ!?ましょう。
[お閉しも合わせ]役場保{建介護課圏探係(宮52-'j111自信)2071)まで。

。詳し〈は、それぞれの診蹟所へお問い合わせください。
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計画事業大和(郷)土地以画整理事業

員選挙の

長

長浜者IS巾百十四事莱大和(郷)土地区画整組事呆は、愛媛県知事より設計の概要の認可を梓て、

平戎14年 1月11日に事業計画の決定告示を行い、今回が第 1fi5fの審議会委員の選挙となります。

投票日は、平成14年 5月世田(臼)です。

これに伴い、当該選挙の選挙権を有する方の確定のため、次のとおり選挙人名簿の縦覧を行

います。

選挙人名簿の内容は、土地区画性埋事業施行地区内の土地について、所有権または借地権を

持つ }Jのl"¥:色、竹山J、生年月 I1を記載したものです r、連挙人名簿の記載漏オLべコ誤 VJ等がある場

合のIj-lしil"は、縦覧期間中に受付いたしますに

[縦覧期間ユ平成'14年 3月12日(火) ~ 3月訪日

曜日も間Jrしてし￥ます。)
E縦覧時間】午前 8時 30分~午後 5時まで E縦覧場所〕畏浜町投場企園調整課

Eお闘い合わせl長浜町役場企画調整課(曾52-1111<内線37閉 40>悶構)2131)まで。
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押花絵作品展 女性の健康相談

14年4月1B 
でです。

【日時] 3月 14 IJ (木)

今イ乏"1H与~5 日寺:

E場所]大;1+1似佐所

日甲花アトリエ彩」の会見の

皆さんにより、押花で表現され

た絵画作品が約50}.'，':展示されま

す。[対象者〕

皆さん、草花の美しさ、押花 戦没者死亡当時の三親等内親

の持つ優しさにふれてみません 族で、主に次の要件を満たす方 I 日時] 3月 28日(木)
かっ に特別指慰金が受給されます c 干袴 1 時.~ 4日寺

E期間] 3 月 7 日 ~17 白(月曜 O平成 7年 4凡 lLlから平成11 [場所1ブ;:iHI1cl.tH定所
日体重宮図午前 9時~午 {Iミ3月31日までの問に、公務扶 ※上:記、ともに屯話予約が必些コ

後 5時) 助料や遺族年金等の受給権者が 無料。

【場所3ふれあい会館ギャラリー 遺族内にいなくなった方。 【お問い合わ

【給付内容】 せ園予約先1

額面 24刀円、 6年償還の記犬洲保健所

名目債 (君 2 4 - 3 

毎春恒例となってし、る山草民 l請求窓口"] 1 6 5 )まで。

各種草花や、エピネなど約150 長浜町投場住民福祉課(宮52・

鉢が私たちの心を安らげてくれ 1111ロ(有)2061)まで。

思春期保健相談

春。〉山草展

哩関富草稿部長繍輔蝿踊鰯鰯鱗忍躍を繍鱒蒋臨時蕗臨繍錦繍網棚概容器語器開容器器開諮棚

ミ粟指定無形民俗文化関「青島の盆靖容」
のピテコすができまし

長浜町では、約300年前から伝承されてしミる県指定無形民俗文

化財「青島の盆踊り」を継承していくため、保存・伝承用ビデオ

を;11リイ乍しまじたく

青島の風土、!?点型、盆踊りのj民日等iJ'f、サレーション入りで収

められています。

ご希望の方には、 1，575円

(郵送料については個人負担)

ピて服売し空す。

Eお問い合わせ1畏浜町教育委

員会文化指興係(をす52・1111ロ(有)

2161)までご連絡〈記、さい。

4 月 1 日 ~22 昆まで(無料)

役場税務課では、あなたの土

地や家屋などの資料(固定資産

品税台帳)を 4月 1日から 4月

2 2日までの期間(午前 8時 3

0分から午後 5時まで)無料で

お見せします。(ただし、土曜

日・日曜日は縦覧できません。)

平成 13年中に、家屋の新。

増築や取り壊しをした入、また

は、土地-家屋の相続、贈与・

売買なといC所有権の変わった人

は、資産が間.iii!:v、なく登録され

--・・ E 岨嗣閉幽園田園嗣司.圃圃.圃・・ E 圃畠周回園田園田博~ ~-圃・ E 圃園開園胃開園= = = = 園田昌国圃--圃圃圃凪圃圃.白白園田園幽国国.-圃圃圃圃'
E . 

' E 
S 
E 

E 

E 
新刊情報です ~長浜町立図書館~

書名 著者

リ坂の上の雲 L一 nJ馬法た郎

。いよよ草，vく、(上 a 下) 瀬戸内寂聴

Oひとこと挨拶・ふたニとスピーチ実例事典

主婦と生活全!

っ病状と病グ↑でつける愛犬の病気車問

小); 宗次

(-~)茶席の禅EIi 大辞りfl 有応 煩底

会にぜひ確認てしミるカヘこ

をしましょう。

※縦覧の際には、必ず印鑑をご

持参下さい。

その他詳しぐは、役場税務課

国定資産税保(官52-1111開(有:)2

(41)までお問い合わせ〈ださ

し、。
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しおかぜウ試ーク
誌のはな大会

~ウォーキング大会と
トロッコ列車の運行~

3月31日(f[ )、 JR 主 f佳によるイベント
「しおかぜウオークなのはな大会」が、伊予 r
i民間尺~長浜駅聞の!沢やIl=l道なとやの約161mでま施

されます。ご家族連れやお友達と参加され、海

岸線の美しい春を満映してみませんか、

この大会は、予讃娘(1毎岸111]f)娘)の活性化

と鉄道への押解を深めて頂こようと JRが企画し

たもので、当日は、トロッコ列車が沿線の予常

H手ダ、イヤに合わせて数回運行されるとともに、

沿線の各自治体も参加して松々な催しが行われ

ます J

唱に、到着地である長浜町では、沿道の今坊

しおきい市周辺で杵っき餅の主演や魚、めしなと

の販売が行われるほか、閉会式場の町民の広場

では、長浜町・大洲市・保内町による海。山の

幸などの物産販完や、あらし太鼓の演奏、破津

の唐拍ilj子舞の土演などで、参加者を温かく歓迎

することにしております。持さんお気軽にご来

場7くださいぐ

なお、「しおかぜウオークなのは主主大

金!の詳細については、 JR松山駅(曾089-
945-2625 )までお開い合わせ〈ださい。

春旅情あふれるトロッコの旅(資料写真)

予讃線溝博嗣ち誠

一Y認ト:J~， ト
予讃線海岸田 V) 線では、 2 月から 4 月にか ~t

て春の訪れを骨げる「菜の花」が各所で咲き誇

り、 fj然に恵まれた沿線のロケーション法人々

の心を和ませてくれます。

そこで、沿線の円治体で構成寸る JR四国予
讃線対策協議会(会長・西田洋うでは、沿椋

の素晴らしい風景を祥発見して頂こうと F予言賛

糠海岸田り線フォトコンテスト」を実施しま j。

今 [1'1、海岸田り操のつ二しい風景や、来る 3月

31日に行われる「しおかぜウオークなの(まな大

会」などをテ←マにして、次の要領により様々

な特さんからの写真を幅広く募集しますので、

ふるってご応募ください。

E題材3 予讃線ií正岸田り線(双海一長浜、J人~)+[) 

の鉄送をテーマとした風景と、「しおかザウオー

クなのはな大会(3月3J日実施)J の模枚

※保内町で撮影される場合、題材は自由としま

※鉄道をテーマとした風一呆には、駅??・トンネ

ル，鉄橋を含みます。

【募集期間】平成14年 3月151J~同年 5 月 15 臼

Eサイズ】カラープリント四ツ切り

【Jit募先3フジカラー取扱屈または、 JR四因
子讃線対策協議会;事務局(長浜町役場企画調整

課地域振興室〒799-3401愛媛県喜多1¥日長浜町大

字長浜甲480-3)
【発表〕平成14年 5月下旬愛校新聞紙上

E賞J]0推薦 1人・ rt状及び賞金3万円と副賞
。特選 2人・賀状及び賞金 2万円と副賞。入選

5人・賞状及び賞金 1万円と副賞。佳作10人・

賞状及副賞

Eお問か合わせ〕長;呉国H走場企画調蓋課地域振
興室(宮0893悶52-1111)まで。

春光を浴びながらウォーキング(資料写真)
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師~め加入組員総長白訪同
空金はなぜ必要か

のいわフ
カミくし 1
なつは
ァまし、
でつ
生た
きし、
る

①一

公
的
年
金
は
、

H

仕
上
福
u

の
保
障
な
の
で
、
ど
ん
な
に
長
生
き
し
て
も
安
心
た
だ
し
、
川
十
年
山
の
加
入
期
間
中
(
一
一

l
歳
f
J

六
十
歳
に
な
る
主
で
)

以
上
似
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
(
免
除
期
間
等
を
含
む
)
、
国
民
年
金
は
お
ろ
か
、
厚
小
作
中
ヘ
ム
な
ど
、
ど
の
老
前
年
令
、
も
も
ら
え
ま
せ
ん

十
二白

①=. 2 

公
的
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
れ
ば
、
人
生
の
万
一
の
時
も
保
院
が
あ
り
ま
す
。
若
い
「
障
害
年
金
¥
払
婚
し
た
ら
「
遺
族
年
金
」
、

老
後
に
は
「
老
齢
年
金
」
。
年
金
は
、
川
涯
を
通
し
て
み
ん
公
円
安
心
を
ず
っ
と
守
っ
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
な
ん
で
す
ね
c

欄
-
一
7
5一

一
匹
料
開
抗
担
割
問
い
わ
~
竹
均
瀦
灘
ぞ
議
盟
書

一
園
開
幽
盟
国
争
髄
譲
γ

)

べ一一録時一

題
麗
置
圃
園

2
4判
i

機
騒

Jγ

主
圃
園
時
総
輯
欝
議
鱗
盤
圃

圏
盟
鰐
騒
盤
匹
民
間
関
麟

一一~~一一、一一戸朝山

3
軍
一
点
潤
顕
一

E

藤監
T
J
U
3

伝

説

温

V
J
?と川一一園

議
-
版
物
…
掴
曹
長
選
--Jhm

国

考

え

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

か

.

一
じ
ぷ
ん
に
で
き
る
こ
シ
一
を

日

は

一

一
世
界
を
し
っ
か
り
と

E

見

る

こ

と

が

で

き

る

剛

一
耳
は
ど
ん
な
つ
ぶ
や
き
も

一

き

き

と

る

こ

と

が

で

き

る

自

一
日
は
見
た
こ
と
問
い
た
こ
と
を

一

伝

え

る

こ

と

が

で

き

る

圏

一
心
土

一
あ
い
て
の
気
持
ち
を

一

感

じ

と

る

こ

と

が

で

き

る

一

旦
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

一

じ

ぶ

ん

に

で

き

る

こ

と

一

~7 



展
望
あ

を

f
J
長
選
前
人
権
E

開
和
教
育
掘
削
究
大
会

i

二
月
二
日
、
町
体
育
館
大
ホ
l
ル
で
、

平
成
十
三
年
度
長
浜
町
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
、
行

政
、
各
種
団
体
、
企
業
関
係
者
ら
約
三

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
町
内
小
・

中
。
高
校
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表
、

長
浜
小
児
童
に
よ
る
人
権
劇
、
三
瓶
町

の
「
平
成
教
育
委
員
会
」
に
よ
る
人
権

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
作
文

菊岡紗恵子さん

豊
麗
小
六
年
菊
岡
紗
恵
子
さ
ん

「
友
達
の
陰
口
を
一
一
一
口
っ
て
い
た
と
き
、

お
父
さ
ん
が
「
数
十
倍
、
そ
の
人
の
い

い
と
こ
ろ
を
探
し
て
み
な
さ
い
。
」
と

言
っ
て
叱
っ
て
く
れ
た
。
私
も
み
ん
な

も
幸
せ
に
な
っ
て
欲
し
い
。
」

長
湛
中
一
年
久
保
田
真
紀
さ
ん

「
車
椅
子
の
人
を
冷
た
い
目
で
見
て

い
る
白
分
を
見
つ
け
た
。
自
分
で
壁
を

つ
く
っ
て
い
た
。
み
ん
な
が
理
解
し
合

い
認
め
あ
え
る
、
真
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
社
会
を
。
」

長
浜
高
校
三
年
上
田
さ
く
ら
さ
ん

「
周
り
と
違
う
こ
と
を
す
る
の
が
怖

く
て
い
じ
め
を
し
た
。
本
当
に
怖
い
の

は
、
何
も
疑
問
を
持
た
な
く
な
る
自
分

だ
っ
た
。
ど
ん
な
と
き
に
も
世
間
に
左

右
さ
れ
な
い
、
本
当
の
勇
気
を
持
っ
て

生
き
た
い
。
」

久保田真紀さん上回さくらさん

人
権
劇

「
も
ず
の
鴫
〈
丘
」

5
長
浜
小
六
年
生
理
童
二
十
一
人

5

リ
ハ
ビ
リ
に
頑
張
る
車
椅
子
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
、
そ
れ
を
見
守
る
子
ど
も

た
ち
の
優
し
さ
、
人
間
と
し
て
の
ふ
れ

あ
い
、
美
し
さ
な
ど
、
心
温
ま
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
み
ご
と
に
演
じ
ま
し
た
。

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

5
平
成
教
育
委
員
会
(
三
瓶
町

)
5

三
瓶
町
教
育
委
員
会
の
職
員
が
中
心

と
な
り
、
九
十
七
年
十
月
に
結
成
し
た

フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
。
い
じ
め
や
差
別
な

ど
に
立
ち
向
か
う
子
ど
も
を
励
ま
す
メ
ツ 人権劇を演じた長浜小の児童たち

セ
1
ジ
色
の
強
い
歌
が
、
多
数
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
い
じ
め
や

人
権
問
題
な
ど
が
、
音
楽
を
通
し
て
緩

和
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、

県
内
外
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、

新
し
い
曲
作
り
な
ど
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

大会官一一一一一間擦択

閉
会
に
あ
た
り
、
「
人
権
意
識
を
高

め
る
不
断
の
努
力
と
研
錯
を
誓
い
、
一

切
の
差
別
を
許
さ
ず
、
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
る
。
」

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

時
棚
生
で
も
集
い

-8-

平成教育委員会による人権コンサー卜

ー
人
権
を
考
え
る

仲
間
の
集
い

1

二
月
十
日
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

人
権
を
考
え
る
仲
間
の
集
い
・
ふ
れ
あ

い
広
場
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

二
百
人
が
訪
れ
た
。

会
場
で
は
、
児
童
生
徒
ら
の
人
権
啓

発
作
文
の
発
表
に
引
き
続
き
、
愛
媛
県

同
和
対
策
協
議
会
東
予
支
部
の
矢
野
タ

カ
ネ
先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

聴
講
者
ら
は
、
「
学
習
し
た
こ
と
は
人

に
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
力
に
な
る
。
」

と
の
話
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
鮮
魚
販
売
や
各
種
パ

ザ
l
、
嵐
太
鼓
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
参
加
者
ら
は
楽
し
く
有
意
義
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
。

矢野タカネ先生による講演



プ
ラ
ン
タ
l
で
上
盛
り
上
げ
し
チ
ュ

l

リ
ッ
ザ
芳
吹
く
命
に
春
を
感
じ
ぬ

出

辺

ス

マ

子

報
担
の
戦
争
に
又
テ
ロ
動
さ
果
て
な
さ
逝
き
で
よ
り
七
年
過
ぎ
に
し
去
の
夢
パ

恐

怖

は

世

界

を

揺

る

が

す

イ

ク

に

乗

り

て

お

日

待

ち

に

行

き

大

津

邦

子

高

杭

ナ

ガ

ヨ

「
ょ
う
お
こ
し
」
咽
初
予
台
わ
せ
迎
へ

H
大

和

小

学

校

日

ら
れ
何
や
ら
情
し
粉
河
与
に
て
ゆ
き
が
っ
せ
ん
し
ろ
い
つ
め
た
い
た
の

東

利

子

し

い

な

一

年

渡

控

涼

子

大
東
亜
戦
争
生
き
し
老
吾
は
一
日
た
り
も
ち
つ
き
だ
い
っ
ぱ
い
つ
く
ぞ
お
い
し

と

亡

き

戦

友

忘

れ

ず

い

ぞ

一

年

谷

本

研

次

藤
岡
喜
代
夫
秋
の
山
小
さ
く
見
え
る
や
ま
と
小

六
(
珠
を
並
べ

L
T
」

と

く

テ

ラ

ス

の

縁

は

一

一

年

山

本

光

大

霜

溶

け

て

肱

し

水

泊

今

日

も

ま

た

母

に

ひ

つ

つ

く

ざ

む

い

朝

吋

上

テ

ル

子

二

年

宮

本

斗

一
ん
切
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問
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を
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一
て
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仁
羽
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た
く
よ
一
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一昨

iy-可町九

一
仰
で
恥
ヰ
四
月
灘
間
刊
一
弘

静
岡
当
額
一
昨

L
F

一
W
Y
1

型
平
成
十
三
年
三
月
二
十
六
日
生
ま
れ
一

1100 
本国
最直
重量

亜

様G)響。

長浜高校美術都

請時寵訟も

寒
い
日
ぽ
ミ
た
つ
に
入
り
テ
レ
ピ
見
る

三

年

三

宮

渉

さ
く
ら
さ
き
ぼ
く
は
四
年
へ
だ
い
今
歩

一

一

一

年

大

野

仲

介

葉
の
よ
う
に
と
ば
き
れ
そ
う
な
肱
川
あ

ら

し

四

年

清

水

里

減

足
の
う
ら
ま
っ
亦
に
な
っ
た
寒
げ
い
こ

四

年

吉

村

達

也

知
ら
ぬ
ま
に
ね
こ
と
う
た
た
ね
冬
休
み

五

年

久

保

美

香

子

ふ
と
見
る
と
白
い
服
着
た
大
和
橋

五

年

成

田

怜

未

銀
世
界
転
ん
だ
顔
に
落
ち
る
雪

六

年

宇

都

宮

聡

橋
の
L

し
凍
え
る
寒
さ
が
身
に
し
み
る

六

年

渡

部

晃

'，l~;b3毛再呈=相手~告唾三民主主þ@主:'þli三暗号生~室主主~三毛-号毛足民主同主主昌司~;h-~

~ ;廷を捕して森を消きない点、方、iす祉
j 全園出火事予防選副 (3月1邑-7日)
林野庁では、毎年、山火事の多いとの時期に、消防庁

と連指して「全国山火事予防運助」を行っています。

の統一標語は、「ヅミをi肖して

です。大切な森林を山火事から防ぐため、 人ひとりが

次に掲げることを守っていただくよう、 t
をお願いいたします。

①枯れ草などのある火災が起こり

やすい場所で(志、たき火をしな

②たき:kの場所を離れるときは、
完全に消火する。

③強嵐時及び乾燥時には、たき火 E

火入れをしない。

④火入れの許可は必ず受ける。

⑤たばこの吸い

もに、投げ捨てない。

L竺笠22L一一一
9 



2002 3月15日，....， 4月14日
毛、~<I)7'J~〆シター
日 曜日 行 事 名 場 所 時 問

15 金 有害ごみ収集日

16 土 長浜中学校卒業式

20 水
社会保険事務所出張相議日 長浜町商工会 9:00-11:30 

ぴん・缶収集日

町体育館 9:10-11:30 
側西国興産長 11 :30-13:00 

22 金
献血 浜 PC工場

JA長浜中央支所 14:00-15:00 
ショッパース長浜底 15:30-16:30 

粗大ごみ収集日

25 月 町内小学校卒業式

26 火 不用犬回収日

27 水
ベッ トボトル・発泡ス

チロール収集日

4/3 水 びん・缶収集日

5 金 古紙・紙パッフ収集日

8 月 町内小学校入学式

9 火 長浜中学校入学式

社会保険事務所出張相該日 長浜町商工会 10:00-15:30 

10 水 ベッ トボトル・発泡ス

チロール収集日

育児サークル 10:00-11 :30 
歯科相談 10:00-11 :30 

12 金 離乳食議習 保健センター 10:00-12:30 
乳児健診 13:00-13:30 
燃やさないごみ収集日

子供の頃、一月遅れの桃の節句に、重箱を持って

沖浦の観音様にお参りし、桜を見ながら重箱をつつ

き、沖浦の磯や御番所の浜で、また、遊んで食べ、

帰ってから雛人形が飾つである家を 3- 4軒回って

遊んだものである。

現在、その習慣はなくなっているようだが、雛祭

のことは、古くは源氏物語にも出てくる。「雛人形」

とし寸言葉は、江戸時代後期に生まれたが、平安時

代には貴族の子供たちが用いた人形「ひし、な」があっ

た。布製で公家の正装の姿を作った人形は、元禄時

代に流行し、内裏雛、御所雛といった。今日のよう

に雛段にいろいろな人形や調度品を飾ったのは江戸

時代中期頃からである。

3月は、春の彼岸の月である。「寒い暑いも彼岸ま

で」といい、このころから春暖の気が定まる 。 18日

-24日の 7日間で、春分の日を彼岸の中日とする。
彼岸には、古来、仏教にちなんで供養等が行われ

るが、仏典でいう彼岸には、此岸(現世)に対する

別次元的世界を示す深い意味がこめられている 。 そ

こで、彼岸にわたるという心から、先祖を祭り仏法

僧に帰依するのである。 この 7日間は、飲食などを

慎み、体浴などして心身を清め、授戒を受けるのが

本筋であるが、現在は、墓参りの形だけが残ってい

る。

なぜ彼岸が、春分、秋分と結ばれたのかは、 平安

時代に春秋二季に 7日間ずつ宮中で墓霊祭が行われ

ていたのを、賢い僧侶がこれを仏教と結びつけて民

間に及ぼしたのだろうといわれている。
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中野本本測永本

繁

利

(八
四
)

猪
三
郎

(九
O
)

フ
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子
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行
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(
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四
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ツ
ヤ
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原内

今
年
度
十
二
回
に
分
け
て
連
載
し
て

き
ま
し
た
「
維
新
の
港
な
が
は
ま
」
が
、

本
号
を
も

っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

浅
学
な
私
は
、
明
治
維
新
時
に
我
が

長
浜
町
を
は
じ
め
、
近
隣
地
域
で
こ
の

よ
う
な
歴
史
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
、
初
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

原
稿
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
「
八

ケ
峠
恒
」
先
生
に
、
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
一

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

(

や
)

名健
一
信
久
晶
丈
雄
一
浩
二

人口・世帯数のうごき

1月末現在 前月との比較

9，600人 1人減

人 口 (男 4，528人) (男 2人減)
女 5，072人 女 1人増

世帯数 3，596世帯 8世帯減
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